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概要
• IllustrisTNGシミュレーションと3D-HST観測データをMSやsSFR radial profile
などの観点で比較。

• 両者は良く一致し、massive銀河では星形成活動の中心抑制が見られた。

結果(SFMS)
• TNG50(青線)と3D-HST(黒線)が非
常に良く一致。

➢ Prospectorを使用して星種
族を決定すると0.2-0.5 dex
減少。

➢ 過去のシミュレーション
(紫線)との高質量側での差
はstellr/AGN feedbackによ
るもの。

背景
• 一般には分解能を犠牲にした宇宙論的シミュレーションか、数を犠牲にし
たzoom-inシミュレーションの二種だが、徐々に分解能が十分な宇宙論的シ
ミュレーションができるように(sub-kpc分解能で数千個の銀河)。

• 一方でシミュレーションによるMSは観測に比べて、特にz=1-3で0.1-1 dex小
さい傾向がある。

• また観測ではsSFR radial prfofileがflat(MS中)かrising(MS下)であるのに対し、
シミュレーションでは特にMS下の銀河でfalling。

• 観測とシミュレーションを比較し、シミュレーションで再現可能なのか、
そしてその理由は何かを理解する必要がある。

まとめ
• Z~1の銀河をシミュレーション(TNG50)と観測(3D-HST)で比較した結果、

MSは0.1 dex程度の差しかなかった。
➢ Prospectorによる改善されたmass、SFRの算出の影響。

• sSFR radial profileも非常に良く一致する。
➢ MS上の銀河は位置によらずflatで、銀河サイズの成長が緩やかで
あることを示唆。

➢ High massでMS下にある銀河は中心部数kpcの範囲で星形成が抑制
される。これはAGN feedbackによるもの。

データ
• 観測

➢ 1 kpcの空間分解能を持つ、z=0.5-2の3D-HST+CANDELSの3200の銀河
から、0.75<z<1.5かつ9<logM<11のものを選択。Zを測光および
slitless分光から、massとSFRを0.3-24 umの測光結果のモデリングか
ら算出。

• シミュレーション：
➢ IllustrisTNGの最高分解能シミュレーションTNG50。51.7 Mpc box、

70-140 pc分解能、z~1で同じmass rangeに2130個の銀河。Z=0.7, 
1.0,1.5のスナップショットデータを使用。
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結果(sSFR radial profile)
• Massiveな銀河の“below”で
はInside-out quenchingが双
方で見えている。

➢ IllustrisTNGでは行
えなかった局所的
なfeedbackが反映
されている。

• “above”はflatでcentral 
starburstと言えるほどでは
ない。

• シミュレーションと観測
がよく一致している。


